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As hanbun speciﬁes 50% of some given amount, it is considered as a kind of
quantiﬁer. On the other hand, it can also be considered as a pronoun with verbal
or nonverbal antecedent. In this paper, I will examine the property of the Japanese
expression hanbun ‘half’ as a generalized quantiﬁer, and further argue that it has
the property of an E-type pronoun, similarly to minna ‘all’, as I argued in 郡司
(2014).
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(3) [[半分]](A)(B) ≡ |A ∩ B| = 12 |A|
主語 Aの意味に対応する集合 A（(2a)の例文では、[[学生]]全体）と述語 Bの意味に
対応する集合 B（[[泣いた]]）の共通部分 A ∩ B（[[泣いた学生]]）の大きさ |A ∩ B|が、主




















る。4 この場合、(7a)のように、唯一の存在をあらわす量化子 ∃! xで、1文目だけでなく、







(7) a. ?∃! x[x ∈[[学生]]∧x ∈[[泣いた]]∧x ∈[[涙腺がゆるい]]]].
= ∃! x[x ∈[[学生]]∩[[泣いた]]∩[[涙腺がゆるい]]]]
（学生で泣いて涙腺がゆるいのが 1人だけいる）
b. ∃! x[x ∈[[学生]]∧x ∈[[泣いた]]]∧‘the-泣いた学生’ ∈[[涙腺がゆるい]].
後半の ‘the-P’ ∈ Qの部分は、次のように展開される。
‘the-P’ ∈ Q ≡ ∃! x[x ∈ P ∧ x ∈ Q]
= ∃! x[x ∈ P ∩ Q]
したがって、文全体の意味表示は次のようになる。
∃! x[x ∈[[学生]]∩[[泣いた]]] ∧∃! x[x ∈[[学生]]∩[[泣いた]]∩[[涙腺がゆるい]]]
(i) [[半分]](A)(B) ≡ |A ∩ B| ≥ 12 |A|
3本稿では、いわゆる浮遊量化詞の形式意味論的分析を詳しくは述べない。Gunji and Hasida (1998)、および
Gunji (2005)を参照されたい。
4以下は、郡司 (2014)の E-type代名詞の説明に基づく。郡司 (2014)では、論理表現を一階述語論理式で記
述していたが、本稿では、以下の「半分」の議論に接続しやすいように、集合の形で記述する。














































(11) d′ ∃! X[X =[[学生]]∩[[泣いた]]∧X ⊆[[涙腺がゆるい]]]
(11d′)は次と同値である。


















(17) b′ ∃! X[X =[[学生]]∩[[泣いた]]c ∧ X ⊆[[泣き虫]]c]
(= ∃! X[X =[[学生]]∩[[泣いた]]c∩[[泣き虫]]c])






b. |[[学生]]∩[[泣いた]]| = 3
(19) a. みんな涙腺が弱かったのだ。
b. ?∃! X[|X| = 3 ∧ X =[[学生]]∩[[泣いた]]∧X ⊆[[涙腺が弱い]]]
（3人の学生が泣き、かつ涙腺が弱かったのだ。）
= ∃! X[|X| = 3 ∧ X =[[学生]]∩[[泣いた]]∩[[涙腺がゆるい]]]
（3人の泣いて涙腺が弱かった学生がいた。）
c. ∃! X[|X| = 3 ∧ X =[[学生]]∩[[泣いた]]]












(21) a. 半分は 1回生だった。
（(20)の文脈では「半分」は泣いた学生の半数を指す）
b. *|[[人間]]∩[[1回生]]| = 12 |[[人間]]|
c. *|[[学生]]∩[[1回生]]| = 12 |[[学生]]|















b. [[学生]]∩[[泣いた]]c  ∅
(24) a. 半分は 1回生だった。
（(23)の文脈では、「半分」は泣かなかった学生の半数を指す）
b. ?|[[学生]]∩[[1回生]]| = 12 |[[学生]]|
（全学生の半分が 1回生だった。）
c. *|[[学生]]∩[[泣いた]]∩[[1回生]]| = 12 |[[学生]]∩[[泣いた]]|
（泣いた学生の半分が 1回生だった。）





b. ?|[[学生]]∩[[泣き虫]]c| = 12 |[[学生]]|
（全学生の半分が泣き虫でなかった。）
c. *|[[学生]]∩[[泣いた]]∩[[泣き虫]]c| = 12 |[[学生]]∩[[泣いた]]|
（泣いた学生の半分が泣き虫でなかった。）





b. |[[学生]]∩[[泣いた]]| = 4
(27) a. 半分は 1回生だった。
（(26)の文脈では、「半分」は泣いた学生の半数を指す）
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(30) a. |[[これ]]| = |[[あれ]]| + 12 |[[あれ]]|
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